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森林資源情報の精度を上げるための航空レーザ計測は約 80％を占めて

おりますけども、森林解析は半分程度になっております。 

これは、森林の地形であるとか、森林のボリュームをデジタルで見るこ

とができるというものです。 

続きまして 5ページ目です。 

気象災害等でございます。集中豪雨の発生回数が増加傾向にあるという

ことで、気象災害が激甚化しており、気温も上昇傾向にあります。 

松くい虫被害、ナラ枯れ被害も増加傾向で推移しており、気温の上昇が

要因の一つと言われています。 

6ページ目です。 

木材生産に係る産出額、あるいは木材の生産量でございます。 

木材生産に関わる算出額は約 78億円で全国 9位となっております。 

木材生産量ですが、これまで 110万立方前後で推移してきましたが、近

年は減少傾向という状況でございます。 

7ページ目でございます。 

住宅着工数は全国的に減少傾向です。 

本県におきましても前年比 20％減ということで、64年ぶりに 4千戸を

下回っているところです。 

また、山元立木価格も低位で推移しているところです。 

続きまして 8ページ目でございます。 

林業就業者数は長期的に減少・高齢化傾向で推移してます。 

青い森林業様アカデミーにつきましては、これまで 39名が修了しまし

て、就職率は 100％、今年度は 7名が現在受講中でございます。 

労働災害の発生率も、残念ながら全産業のうち林業業が最も多いという

ことで、右下の表の状況でございます。 

続きまして 9ページ目です。 

特用林産の関係になります。 

「青森きくらげ」は令和 2年にデビューしておりますが、現在 44名で

生産しております。 

生産量は増加傾向にありましたが、令和 7 年度は若干減少していると

ころです。 

ウルシの造成実績です。 

中南及び三八管内を中心に造成しておりまして、約 53ヘクタールとな

っており、今年度も管理などについて指導を行っているところでございま

す。 

ここまでが、現状ございまして、10 ページから県の取り組みというこ

とになります。 

10 ページ目の県の取り組みについては、青森新時代「農林水産力」強

化パッケージの概要を載せてございます。 




































